
八代市立博物館未来の森ミュージアム考古常設展示解説シート 

出土遺物が語る八代の歴史 

 私たちが暮らす地面の下には大昔の人たちが使った道具や、建物の跡などが眠っています。八代

でも現在までにコンテナケース 1 万箱ほどの土器や石器などが発掘・保管されています。今回は

その資料の中から旧石器時代から古墳時代までの資料をご紹介します。 

 

１.旧石器時代（３万５千年～1万 5千年前） 

 

現在確認されている日本で最も古い遺跡は約 3万 5千年前（4万年前とも）のものです。平成

21年に、島根県出雲市の砂原遺跡で12万年前の地層から石器が出土したとの報告もありますが、

その評価はまだ定まっていません。 

八代では氷川町の立神ドトク遺跡で約 2 万年前のナイフ形石器・細石刃
さいせきじん

などの石器がみつかっ

ています。 

 

２．縄文時代（1万 5千年前から 3千年前） 

  

今から約 1万 5千年前、日本列島でも土器が使われ

るようになりました。縄文時代の始まりです。土器を

使うことで、煮炊
に た

きや食物の保存が可能になり、食生

活は豊かになり、定住
ていじゅう

生活
せいかつ

も可能になりました。 

八代では東陽町や泉町、二見の山間部で石
せき

鏃
ぞく

（矢尻）

や、ナイフとして使う石
いし

匙
さじ

、伐採
ばっさい

用具の石斧などが採

集されています。 

また縄文時代早期の押型
おしかた

文
もん

土器
ど き

が西平
にしびら

貝塚
かいづか

（氷川町

高塚）でみつかっている他に、早期から晩期の（11,500

年前～3,000年前）各時期の土器が有
あり

佐
さ

貝塚
かいづか

（鏡町有佐）、

田
たの

川内
か わ ち

貝塚
かいづか

（日奈久新田町）、産
うぶ

島
しま

貝塚
かいづか

（古閑浜町）など

の貝塚でみつかっています。八代では縄文時代の集落遺

跡はまだ見つかっていませんが、貝塚の周辺などには、

人々が暮らしていたと考えられます。 

 

 

 

３．弥生時代（3,000年前～3世紀前半） 

 

約 3 千年前、大陸から北部九州に本格的な水田
すいでん

稲作
いなさく

が伝わり、弥生時代が始まりました。水田

を営むため、人々の生活の場は平野が中心となり、穀物
こくもつ

の備蓄
び ち く

が可能になったことで、貧富
ひ ん ぷ

の差
さ

が

生まれました。 

石鏃 二見内野遺跡出土 縄文時代 

石匙 二見内野遺跡出土 縄文時代 



八代市内では近年まで、弥生時代の集落は見つかっていませんでし

た。しかし、平成 12年に始まった九州新幹線建設に関わる大規模な

発掘調査で弥生時代の八代のイメージは大きく変わりました。熊本県

唯一の小銅鐸
しょうどうたく

、青 銅 製 鉇
せいどうせいやりがんな

などの多彩な出土品や、弥生時代前期（紀

元前８世紀～紀元前 4世紀）の島田遺跡 26号住居跡をはじめ１０

０軒を超える住居跡が見つかりました。新八代駅周辺にはで連綿
れんめん

と集

落が営まれていたのです。 

 

 

 

 

４．古墳時代（3世紀後半～7世紀） 

  

古墳時代、日本列島各地に規格化
き か く か

された巨大な墳
ふん

丘
きゅう

をもつ墓（古

墳）が造られました。大王や地方の豪族たちは、自らの権力の証
あかし

、

ヤマト王権に属するしるしとして前方後円墳を中心とする古墳を

造ったと考えられています。 

八代最古の本格的な古墳は、４世紀に造られた大鼠蔵
おおそぞう

楠木山
くすのきやま

古墳
こ ふ ん

です。この後、大鼠蔵
おおそぞう

・小鼠蔵
こ そ ぞ う

・産
うぶ

島
しま

・高島
たかしま

など、八代海に

浮かぶ島々に古墳が造られていきました。 

田
たの

川内
か わ ち

1号墳（日奈久新田町）からはイモガイ製、大鼠蔵東麓

１号箱式石棺からはサラサバテイ製の腕輪が出土しました。これ

らは、日本列島近海では奄美や沖縄などの暖かい海に生息する貝

です。イモガイは腕輪の材料として、弥生時代から九州の権力者た

ちに大変好まれ、現在「貝の道」と称される海上輸送ルートが存在

していたと考えられています。  一方、サラサバテイは美しい貝

ですが、壊れやすいので腕輪の材料として普及せず、九州では本例

しか見つかっていません。そのため貝の道に直接関わっていた人の

みが入手できたと考えられています。島に古墳が多く造られたこと、

サラサバテイ製の腕輪が出土していること、古墳時代には八代平野

が現在の 3分の 1の広さしかないことから、古墳時代の八代の権

力者たちは、貝の道に関わり、海運力によって富を得た人々だった

のではないかと考えられます。 

また 6世紀に築造された八
やつ

代
しろ

大塚
おおつか

古墳
こ ふ ん

（上片町）は、6世紀の九

州西岸の最南端に築かれた前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

で、人物埴輪をはじめとする

形象
けいしょう

埴輪
は に わ

など、多彩な出土遺物が見られ、どのような人物が葬ら

れていたか注目されています。 

サラサバテイ製の腕輪  

大鼠蔵東麓 1号箱式石棺出土  

古墳時代中期ヵ ５世紀ヵ 

小銅鐸  
上日置女夫木遺跡出土 

弥生時代中期 
紀元前 4世紀～紀元前 1世紀 

人物埴輪頭部  

八代大塚古墳出土  

古墳時代後期 ６世紀 


